
市内で活躍する「人」・「団体」、市内の「出来事」
などにスポットをあて、ご紹介するコーナーです。

「第5回山梨県人権標語コンテスト」の中高生の部　最優秀賞を受賞

電気自動車アイミーブでCO2削減もスピードアップ！
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第35回都留市消防団員総合訓練大会が行われました。
臆地震や火災などの有事の際には、

皆さんの力が非常に重要です。こ
れからも頑張ってください。
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第
5
回
人
権
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い

て
都
留
第
二
中
学
校
2
年
生
　
山
本
結
希

さ
ん
の
作
品
が
中
学
生
・
高
校
生
部
門
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

山
梨
県
人
権
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
人

権
に
関
す
る
標
語
を
作
成
す
る
こ
と
を
と

お
し
て
、
人
権
尊
重
の
重
要
性
や
必
要
性

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
人
権

に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
小
学
生

部
門
に
3
、
3
0
1
編
、
中
学
生
・
高
校
生

部
門
に
1
、
9
4
8
編
、
一
般
部
門
に
2
8
編

の
計
5
、
2
1
7
編
の
応
募
が
あ
り
、
各
部

門
で
最
優
秀
賞
1
編
、
優
秀
賞
5
編
、
佳

作
5
編
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
山
本
さ
ん
の

作
品
は
、
中
学
生
・
高
校
生
部
門
に
応
募

さ
れ
た
1
、
9
4
8
編
の
中
か
ら
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ます。
山
本
結
希
さ
ん
の
標
語

「
ふ
み
だ
そ
う
　
い
じ
め
を
と
め
る

そ
の
一
歩
」

日
月
1
7
日
、
都
留
市
役

所
で
電
気
自
動
車
ア
イ
ミ

ー
ブ
の
出
発
式
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
電
気
自
動

車
は
、
郵
便
事
業
株
式
会

社
か
ら
N
P
O
法
人
フ
ィ

ー
ル
ド
2
1
が
譲
り
受
け
た

も
の
で
、
市
と
共
同
で
使

用
し
、
主
に
青
色
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
に
使
用
し
ま
す
。

こ
の
事
は
二
酸
化
炭
素

を
排
出
し
な
い
こ
と
に
加

え
、
小
水
力
発
電
所
「
元

気
く
ん
」
の
電
気
を
使
用

す
る
た
め
、
C
O
2
削
減

効
果
は
非
常
に
高
く
な
り

ます。

1
0
月
1
7
日
（
日
）
、
都
留

第
一
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
お
い
て
、
消
防
団
員

4
6
7
名
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全

と
安
心
を
守
る
た
め
に
日

ご
ろ
か
ら
訓
練
を
積
み
重

ね
た
各
団
員
は
、
そ
の
成

果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
ま

した。ま
た
、
第
4
6
回
山
梨
県

消
防
団
貞
操
法
大
会
に
出

場
し
、
準
優
勝
を
し
た
宝

分
団
の
選
手
に
よ
る
小
型

ポ
ン
プ
操
法
も
披
露
さ
れ

ま
し
た
。


